
町
政
を
問
う

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
12月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

長洲中暴力事件について質問を歪曲せず真面
目に答えよ 濱㟢　　久 ７

学童保育の拡充と予算措置を 田成　　護 ８

介護保険料一定額の引下げを求める 林　　敏哉 ９

高齢者が利用しやすい図書館運営を 荒木　睦子 10

町道よけの上線・町道土井辻線（通学路）の
更なる安全対策を！ 福田　史治 11

移動が困難な交通弱者の支援を 竹本　信次 12

郷土愛を育む教育の推進を 福本みや子 13

子どもが真ん中にいるのか、平等か
磯野　　博 14

国の異次元の子育て支援と町の動きは

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

教
育
長
は
、
平
成
31
年
３
月
、
な
い

と
答
弁
し
た
こ
と
を
、
令
和
４
年

９
月
に
発
言
し
て
い
な
い
と
否
定
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
質
問
し
、

答
弁
を
も
と
に
再
び
質
問
し
て
い
る
も

の
だ
。

　
発
言
自
体
し
て
い
な
い
と
否
定
し
て

か
ら
１
年
３
か
月
、
矛
盾
す
る
回
答
は

し
て
い
な
い
と
否
定
し
て
か
ら
１
年
３

か
月
、
そ
れ
ぞ
れ
議
事
録
に
記
録
さ
れ

て
い
る
も
の
を
、
答
弁
を
変
え
て
ま
で

虚
言
を
吐
く
の
か
。
質
問
を
歪
曲
せ

ず
、
真
面
目
な
答
弁
を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）	�

発
言
し
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長
が
説
明
員
と
し
て
発
言

し
て
い
た
こ
と
は
、
以
前
の
議
会
で
誤

解
を
招
い
た
こ
と
に
対
し
お
わ
び
し
た
。

問
私
は
先
の
選
挙
で
住
民
に
広
く
約

束
し
た
。
町
教
育
委
員
会
が
今
の

よ
う
に
嘘
と
隠
ぺ
い
、
事
実
を
隠
す
、

事
実
を
曲
げ
て
嘘
を
つ
く
そ
う
い
う
現

状
を
、
淀
ん
だ
空
気
を
必
ず
や
清
浄
化

す
る
こ
と
を
広
く
約
束
し
た
。

　
事
件
か
ら
足
掛
け
９
年
、
裁
判
所
は

町
の
過
失
と
断
罪
し
た
。

　
教
育
長
就
任
か
ら
ず
っ
と
公
式
答
弁

に
振
り
回
さ
れ
た
が
、
新
聞
が
報
道
し

た
こ
と
で
初
め
て
事
実
が
判
明
し
た
。

教
育
委
員
会
の
中
の
こ
の
よ
う
な
淀
ん

だ
空
気
を
今
こ
そ
清
浄
化
す
べ
き
だ
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

私
は
確
か
に
発
言
し
、
誤
解
を
招

き
教
育
長
が
お
わ
び
し
た
。
教
育
長

は
、
教
育
委
員
を
含
め
た
教
育
委
員
会

と
解
釈
し
て
答
弁
し
た
。

問
当
時
中
学
１
年
生
の
女
子
生
徒
が

被
害
に
遭
っ
た
中
学
校
の
暴
力
事

件
に
伴
う
教
育
委
員
会
の
答
弁
で
、
自

ら
発
言
し
な
が
ら
発
言
自
体
し
て
い
な

い
等
と
強
硬
に
虚
偽
答
弁
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
認
め
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

教
育
長
は
発
言
し
て
い
な
い
。
私

が
発
言
し
た
。

問
事
件
後
、
資
料
を
集
め
て
調
査
し

よ
う
と
し
た
も
の
を
、
教
育
委
員

会
の
隠
ぺ
い
で
時
期
を
失
し
た
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
答
弁
を
し
な
い
こ
と
を

約
束
で
き
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

そ
の
時
々
の
事
実
に
基
づ
い
て
答

弁
し
て
お
り
、
隠
ぺ
い
し
た
認
識
は
な

い
。問

な
い
と
言
う
が
、
議
会
で
答
弁
し

た
事
実
だ
。

答
（
教
育
長
）

一
貫
し
て
誠
実
に
答
弁
し
て
き

た
。
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
裁
判
に

影
響
を
与
え
る
た
め
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
答
弁
し
て
い
た
。

長洲中暴力事件について
質問を歪曲せず真面目に答えよ

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

矛盾する回答はしていない

教育委員会は「矛盾する回答は
していない」と繰返している

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

田
た
成
なり
　護

まもる

議員

まずはニーズの把握に努める答

学童保育の拡充と予算措置を

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
今
年
の
夏
休

み
は
、
屋
外
も
体
育
館
も
暑
い
た

め
、
空
調
の
効
い
た
建
屋
の
中
で
過
ご

し
、
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
聞

い
た
が
、
状
況
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

今
年
の
夏
は
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト

も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
一
部
の
学

校
で
は
体
育
館
の
工
事
が
あ
り
、
利
用

が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
朝
夕
の
比
較
的

涼
し
い
時
間
を
利
用
し
、
屋
外
で
の
活

用
を
取
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

問
清
里
小
学
校
の
体
育
館
の
横
に
避

難
所
が
完
成
す
る
と
、
施
設
に
余

裕
が
で
き
、
学
童
保
育
に
利
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
定
員
増
員
の

予
定
は
あ
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

現
在
の
施
設
を
ベ
ー
ス
に
運
営
を

考
え
て
い
る
。
毎
年
、
保
護
者
の
就
労

状
況
や
現
在
の
利
用
状
況
を
加
味
し
な

が
ら
、
不
足
す
る
場
合
は
方
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
新
年

度
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
対
応

を
検
討
す
る
。

問
ニ
ー
ズ
を
早
め
に
捉
え
て
、
来
年

度
、
多
く
の
子
ど
も
を
受
入
れ
で

き
る
よ
う
な
体
制
と
予
算
措
置
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
、

各
小
学
校
区
で
一
体
型
放
課
後
子

ど
も
教
室
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る

が
、
協
議
会
で
出
た
課
題
や
提
案
に
は

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

す
ぐ
取
組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は

早
急
に
対
応
し
て
い
る
。
専
門
家
の
意

見
が
必
要
な
場
合
は
、
時
間
を
か
け
、

良
い
方
向
へ
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

問
新
し
い
子
育
て
支
援
策
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
今
の
子
育
て
支
援

策
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
（
教
育
長
）	�

子
ど
も
達
の
10
年
先
、
20
年
先
を

考
え
な
が
ら
、
教
育
活
動
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

放課後活動の充実を

学童保育の定員拡充を

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

令
和
６
年
度
か
ら
「
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」が
策
定
さ
れ
る
が
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
取
崩
し
、
介

護
保
険
料
の
引
下
げ
を
求
め
る
。

答
（
町
長
）	

�

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
保
険
料

の
引
下
げ
が
で
き
な
い
か
検
討
し
、
最

終
的
に
決
定
す
る
。

問
現
在
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金
残

高
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

約
１
億
９
千
万
円
で
あ
る
。

問
ど
の
く
ら
い
の
額
を
積
立
て
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
か
、
根
拠
と

な
る
国
の
指
標
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

明
文
化
さ
れ
た
指
標
は
な
い
。

問
適
正
な
基
金
積
立
て
は
必
要
だ

が
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
基
金
を

取
崩
し
て
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
を

行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問
で
は
、
基
金
を
取
崩
し
て
介
護
保

険
料
を
引
下
げ
る
議
論
は
、
こ
れ

ま
で
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

議
論
は
行
っ
た
が
、
引
下
げ
と
の

結
論
に
は
至
ら
ず
、
据
置
き
と
な
っ
た
。

問
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

案
は
、
い
つ
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
審
議
さ
れ
、
最
終
決
定
と
な
る
の

か
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

令
和
６
年
２
月
の
協
議
会
で
、「
第

９
期
介
護
保
険
計
画
」
が
確
定
す
る
。

問
介
護
保
険
法
第
１
２
９
条
は
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

第
３
項
に
「
介
護
給
付
に
要
す
る
費
用

等
と
、
お
お
む
ね
３
年
を
通
じ
財
政
の

均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
理
解
、
解
釈
さ
れ
た
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

�

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、

し
か
る
べ
き
歳
出
と
歳
入
を
見
込
み
、

均
衡
が
と
れ
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
解
釈
す
る
。

問
高
齢
者
の
生
活
は
本
当
に
厳
し

い
。
介
護
保
険
料
を
引
下
げ
、
今

ま
で
支
払
っ
て
き
た
介
護
保
険
料
の
一

部
を
該
当
す
る
者
に
還
元
す
る
べ
き
で
、

住
民
が
納
得
す
る
一
定
額
の
引
下
げ
を

念
頭
に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
考

え
は
。

答
（
町
長
）	

�

介
護
保
険
料
を
引
下
げ
る
こ
と
が

出
来
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
。
介
護
保

険
運
営
協
議
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

引下げができないか検討する答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

介護保険料一定額の引下げを
求める

急がれる介護保険料の引下げ

介護保険料
請求書

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

図
書
館
の
運
営
に
お
い
て
、
指
定
管

理
者
が
自
主
事
業
等
を
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館

と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
図
書
の
貸
出

し
状
況
は
。

②
移
動
図
書
館
の
実
施
状
況
は
。

③
電
子
図
書
館
の
利
用
状
況
は
。

④�

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
取
組

は
。

答
（
教
育
長
）	�

①
令
和
４
年
度
は
２
万
４
３
７
８

冊
の
貸
出
し
が
あ
り
、
全
体
の
６
万�

８
６
９
冊
に
対
し
、
約
４
割
を
占
め
る
。

②
清
源
寺
公
民
館
と
向
野
公
民
館
、
み

ん
な
の
蔵
い
し
は
ら
の
３
か
所
で
移
動

図
書
館
を
実
施
し
た
。
貸
出
冊
数
は
令

和
４
年
度
で
１
０
９
８
冊
で
あ
る
。

③
令
和
４
年
５
月
か
ら
電
子
図
書
館
の

運
営
を
始
め
、
令
和
４
年
度
は
２
６
２

冊
の
貸
出
し
が
あ
る
。

④
移
動
図
書
館
の
利
用
者
に
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
は
ど
う
い
う
分
野
の
本
を

読
ん
で
い
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

小
説
が
最
も
多
く
、
他
に
は
料
理

や
園
芸
等
、
趣
味
に
関
す
る
本
が
多
く

貸
出
さ
れ
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
頻
度
と
、
利
用
者

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
対
応
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

月
に
２
回
程
度
、
年
間
67
回
実
施

し
て
い
る
。
リ
ク
エ
ス
ト
は
紙
に
書
い

て
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
事
業
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�
借
り
た
本
の
感
想
を
言
い
合
う

等
、
利
用
者
同
士
の
交
流
が
あ
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
等
の
効
果
が

意見交換やニーズを把握する機会を
増やす答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

高齢者が利用しやすい
図書館運営を

出
て
い
る
と
考
え
る
。

問
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
有
明
圏
域
定

住
自
立
圏
に
お
い
て
、
共
同
で
電
子
図

書
館
を
運
営
し
て
い
る
が
、
利
用
者
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

�

電
子
図
書
館
は
、
貸
出
し
と
返
却

の
際
に
図
書
館
に
出
向
く
必
要
が
な

い
。
ま
た
、
音
声
の
読
み
上
げ
機
能
が

あ
る
等
、
通
常
の
本
に
は
な
い
利
点
が

あ
る
。
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
、
改
め
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

今日は移動図書館が来ますよ！

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

現状、安全第一で協議していきたい

対応前（上）と対応後（下）
早々住民の声が活かされた

浜
浦
踏
切
か
ら
町
道
よ
け
の
上
線
を

左
折
す
る
際
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
矢
印
付
の
誘
導
板
が
４
ケ
所
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
車
両
の
通
行
が
し

づ
ら
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
町
道
土

井
辻
線
の
交
差
点
は
、
格
納
庫
が
移
設

さ
れ
て
見
通
し
が
良
く
な
っ
た
が
、
歩

道
改
良
工
事
に
伴
い
、
交
差
点
の
安
全

対
策
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
県
道
荒
尾
長
洲
線
と
町
道

土
井
辻
線
の
交
差
点
は
、
通
勤
通
学
の

時
間
帯
は
交
通
量
が
多
く
、
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。
早
急
に
対
策
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

答
（
町
長
）	

�

そ
の
箇
所
の
矢
印
誘
導
板
に
つ
い

て
は
、
改
良
工
事
後
、
間
も
な
く
供
用

を
開
始
し
た
た
め
、
駅
側
か
ら
建
浜
農

村
公
園
に
向
か
う
右
カ
ー
ブ
を
誘
導
す

る
と
と
も
に
、
浜
浦
踏
切
か
ら
建
浜
農

村
公
園
に
向
か
う
場
合
に
、
内
側
に

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
る
交

差
点
で
の
速
度
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
の
交
差
点
改

良
工
事
に
設
置
し
た
。

　
今
の
と
こ
ろ
移
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
何
か

改
良
策
は
な
い
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

警
察
等
の
関
係
機
関
と
い
う
と
こ

ろ
で
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
路
上
に
置
い
て
い
る
の
は
、
警
察

か
ら
の
指
導
な
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

警
察
と
現
場
を
確
認
し
て
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
設
置
を
し
て
い
る
。

問
白
線
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
等
に
代
え

ら
れ
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

改
良
し
て
２
年
経
過
し
、
目
的
を

達
成
し
て
い
る
の
で
、
ゼ
ブ
ラ
を
引
い

た
り
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
置
い
た
り
し

て
代
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
安
全
第
一

で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
六
分
団
の
格
納
庫
前
の
交
差
点

も
、
格
納
庫
移
設
で
以
前
よ
り
見

通
し
は
よ
く
な
っ
た
が
、
未
だ
危
な
い

状
況
で
あ
る
。
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

今
後
、
道
路
法
線
を
修
正
し
、
あ

わ
せ
て
道
路
の
隅
切
り
等
を
行
う
こ
と

で
、
左
右
の
安
全
確
保
を
行
い
た
い
。

問
町
道
土
井
辻
線
と
県
道
と
の
交
差

点
が
、
特
に
清
里
小
側
か
ら
県
道

に
入
り
右
折
す
る
際
に
見
通
せ
な
い
た

め
に
事
故
が
起
き
て
い
る
。
対
策
を
講

じ
ら
れ
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）	

�

今
後
は
所
管
の
常
任
委
員
会
で
協

議
し
、
現
場
を
確
認
し
、
対
応
し
て
い

き
た
い
。

町道よけの上線・町道土井辻線
（通学路）の更なる安全対策を！

答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

潮さい（R6.2.15 No.156）潮さい（R6.2.15 No.156）
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町
政
を
問
う

公
共
交
通
機
関
の
廃
止
や
運
転
免
許

証
自
主
返
納
で
、
日
常
生
活
に
必

要
な
移
動
手
段
を
確
保
で
き
な
い
高
齢

者
等
の
交
通
弱
者
へ
の
移
動
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
は
地
域

公
共
交
通
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

が
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
に
、
ど
う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

�

計
画
策
定
で
は
、
公
共
交
通
に
関

す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
町
民
の
公
共
交

通
に
対
す
る
声
を
聴
い
て
い
る
。
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
は
町
民
に
定
着
し
て
お

り
、
継
続
運
行
に
努
め
て
い
く
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
制
度
）
と
は
、
近

隣
の
住
民
同
士
で
車
を
一
緒
に
活
用
し

合
う
地
域
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、
交
通
弱

者
へ
の
公
共
交
通
を
補
完
す
る
も
の
と

捉
え
導
入
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
制
度
を
導
入
す
る
団
体
に
導
入
費
と

運
営
費
補
助
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

�

先
進
的
に
取
組
ん
で
い
る
自
治
体

の
事
例
等
を
調
査
し
、
地
域
で
の
導
入

の
意
向
等
に
注
視
し
て
い
く
。

問
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
日

か
ら
１
年
間
有
効
の
、
き
ん
ぎ
ょ

タ
ク
シ
ー
の
無
料
乗
車
券
発
行
件
数
の

令
和
４
年
度
の
実
績
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

令
和
４
年
度
の
免
許
返
納
者
に
対

す
る
無
料
乗
車
券
発
行
数
は
、
40
件
で

あ
る
。

問
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

人
に
は
、
新
た
な
特
典
と
し
て
、

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
終
身
無
料
乗
車
券

を
提
供
で
き
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

免
許
を
返
納
さ
れ
て
な
い
人
も
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
返
納
さ
れ
た
人

の
み
で
の
活
用
は
不
公
平
感
等
が
あ
る

の
で
、
様
々
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
、

自
宅
前
か
ら
町
内
の
好
き
な
場
所

で
乗
降
り
が
で
き
る
が
、
荒
尾
方
面
は

特
定
施
設
間
（
４
カ
所
）
だ
け
で
、
玉

名
方
面
は
JR
玉
名
駅
ま
で
で
あ
る
。
玉

名
駅
か
ら
新
玉
名
駅
ま
で
の
距
離
程
度

の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
割
引
券
等
を

交
付
で
き
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

玉
名
駅
か
ら
各
地
点
（
例
え
ば
、

く
ま
も
と
県
北
病
院
）
ま
で
だ
と
思
う

が
、
そ
う
い
っ
た
声
も
出
て
い
る
の
で
、

現
在
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

町民アンケート等を実施し、住民
の公共交通ニーズを把握する答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

移動が困難な交通弱者の支援を

荒尾・玉名市方面へもドア・ツー・ドアの
送迎を

地域の支え合いで移動支援を　  
　（日本カーシェアリング協会参照）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

急
速
な
技
術
革
新
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

で
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い

時
代
に
、
子
ど
も
達
が
夢
や
志
を
持
つ

に
は
、
心
身
を
支
え
る
基
盤
が
必
要
で

あ
る
。
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
尊

重
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む
、

人
間
形
成
を
成
す
重
要
な
教
育
で
あ

る
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
認
識
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）	�

郷
土
愛
を
育
む
教
育
は
、
地
域
へ

の
愛
着
を
向
上
さ
せ
、
地
域
社
会
に
参

画
す
る
意
識
を
深
め
る
上
で
も
、
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
学
習

の
内
容
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

小
学
校
で
は
、
独
自
の
副
読
本
や
、

金
魚
学
習
や
見
学
、
造
船
や
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
工
場
見
学
、
御
正
忌
団
子
づ
く

り
、
神
楽
体
験
等
が
あ
る
。
中
学
校
で

は
職
場
体
験
学
習
、
地
域
団
体
と
の
花

植
作
業
、
調
理
実
習
、
町
長
と
の
夢
づ

く
り
ト
ー
ク
等
が
あ
る
。
地
域
資
源
の

特
徴
を
活
か
し
、
体
験
を
通
じ
て
探
究

的
に
学
ん
で
い
る
。

問
中
学
生
は
、
職
場
体
験
で
ど
の
よ

う
に
感
じ
、
そ
の
体
験
を
生
活
に

活
か
し
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

地
域
産
業
の
特
徴
を
知
り
、
職
業

と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
将
来
設
計
に

活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
受
入
れ
先

も
、
生
徒
達
を
地
域
で
育
て
る
と
い
う

意
識
で
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
先
に
コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
生
や
専
門

学
校
生
に
給
付
金
を
支
給
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域
へ
の
愛
着
志
向
面

か
ら
み
る
と
、
反
応
は
ど
う
か
。
ど
う

分
析
す
る
の
か
。

学校と地域が連携し未来の
担い手を育む教育を重視答

福
ふくもと
本みや子

こ

議員

郷土愛を育む教育の推進を

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

将
来
は
医
療
面
や
教
育
面
の
職
業

で
、
町
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
等
、
地
元
に
対

す
る
愛
着
は
高
く
、
地
元
へ
の
思
い
は

強
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問
中
学
校
も
統
合
し
、
本
町
も
大
き

く
伸
び
て
い
く
。
郷
土
愛
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
じ
取
り
を
、
今
後
ど

う
考
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）	

�

町
の
生
い
立
ち
、
歴
史
や
文
化
、

伝
統
産
業
や
統
計
等
を
参
考
に
、
変
革

に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
郷
土
愛
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い

く
。

神楽の練習に励む子ども達

町内にも色んな職場があるんだな！
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町
政
を
問
う

全
国
で
、
特
色
あ
る
子
育
て
支
援
施

策
を
展
開
す
る
自
治
体
が
多
く
存

在
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
う

子
ど
も
達
を
、
本
町
も
応
援
し
て
は
ど

う
か
。
祝
い
金
事
業
の
創
設
を
早
急
に

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）	

�

新
し
く
開
校
す
る
長
洲
中
学
校
入

学
時
の
制
服
と
通
学
の
た
め
の
自
転
車

の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

問
教
育
委
員
会
は
、「
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
夢
を
も
っ
て
未
来
を
切
り

拓
く
ひ
と
づ
く
り
～
子
ど
も
を
真
ん
中

に
～
」
を
基
本
理
念
と
し
て
取
組
ん
で

い
る
。
本
町
に
住
む
子
ど
も
達
全
て
が

平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
当
に
子
ど
も
が
真
ん
中
に
い
る
の

か
。
平
等
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

新
長
洲
中
学
校
に
ぜ
ひ
入
学
し

て
、
新
し
い
制
服
と
自
転
車
を
購
入
し
、

登
下
校
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
よ
う

な
目
的
で
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。問

新
長
洲
中
学
校
に
進
学
す
る
子
ど

も
は
補
助
し
、
応
援
す
る
が
、
町

外
に
進
学
す
る
子
ど
も
に
は
し
な
い
の

か
。答

（
学
校
教
育
課
長
）	

�

新
長
洲
中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒

を
対
象
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
意
欲
の
高
い
子
ど
も
や
保
護
者
の

世
帯
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

い
に
影
響
し
て
く
る
と
思
う
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）	�

新
長
洲
中
学
校
に
入
学
す
る
た
め

の
制
度
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
全
て
の
子
ど
も
を
応
援
す
る
の
が

祝
い
金
だ
。
町
長
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）	

�

祝
い
金
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

問
特
に
、
目
玉
の
新
規
事
業
は
な
い

か
。

答
（
町
長
）	

�

国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
見
極
め

な
が
ら
、
今
後
、
新
し
い
事
業
を
取
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

子どもが真ん中にいるのか、平等か

答 新中学校に入学する生徒に補助する

町外に進学する子どもに
補助がないのは不公平では

こ
ど
も
大
綱
の
動
向
を

　
　
　
　
　
注
視
し
て
い
る

答 国
の
異
次
元
の
子
育
て
支
援
と

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
動
き
は更なる子育て支援を
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